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24次越冬を終えて
前 晋 爾
昭和59年3月24日,24次越冬隊全員無事成田空港に到
着 した.越 冬生活はすでに南極の地で25次隊との引継ぎ
を終了した時終ったはずのものであるが,ジ ャンボジェ
ット機から降 りる瞬間に越冬が終った感がする.と同時
に,か くも出身母体の異なる混成集団が,よ くもここま
で協力し合いお互いの力を存分に出しきっての帰国に,
驚 きと感謝の念がおのず とこみあげてくる.
第24次の夏オペ レーションをかたずけ,越 冬生活に入
ったのは2月8日 であった.3月 末まで越冬準備に忙殺
されたがオングル島周辺特に南ナングル海峡が開水した
ため,航空機2機 は陸上に駐機 してあ り,天気が良好に
もかかわらず航空機観測ができないことが残 念 で あっ
た.こ の時期の トピックスは2月10日アメリカの査察団
(4名)が昭和基地を訪ずれたことである.しかも突然の
訪問であった.極地研か らの連絡で2月中頃アメリカ査
察団訪問を知っていたので,受 入れ準備を進めながら,
2月10日如何に対応すべきかを隊長公室で 相談 してい
時,突如ヘリの音が聞えてきた.さ ては査察団かとい う
ことで急拠ヘリポー トにかけつけてみると,2機 のヘ リ
が着陸しており,団員はすでに機外に出ていた.我 々は
ヘ リポー トで彼等に迎えられるという妙なことになって
しまった.し かし査察団は極めて友好裡に 基地 を視 察
し,特に見たいものはなしということで昼食後昭和基地
を離れた.夏 オペレーションが比較的順調に進んだせい
か,基 地もきれいになってお り,　「beautiful」を連発 して
いたのが印象的であった..
3月に入ると 「MAP　(極域中層大気の総合研究)」の
新鋭観測機,レ ーザー レーダー及び赤外分光器が始動を
開始 した.と もに南極ではほとんど使用され た例 は な
く,勿論我が観測隊としては始めての観測である.しか
も,微妙な光学系が勝負の機器であるので,担 当隊員の
努力は並大抵 で はな かった.二 方内陸のみずほ基地で
は,みずほ基地北西100km地点での氷床流動標点の設
定などの仕事を終え,東 クイーンモードラン ド雪氷計画
の柱となる中層掘削(24次隊250m目標)のテストを開
始 した.我 が国の掘削は150mまでの実積 しかなく,テ
ス トといえども本番以上に大切である.やは り実際に現
地テス トを行ってみると種々の欠陥があらわれてくる..
これ らの欠陥を修正し,本番を開始したのは4月 に入っ
てからである,・.
4月に入るとみずほ基地への秋補給旅行が出発した.
この頃から海氷の様子がおか しいと感ずるようになっで
きた.ま ず人工衛星写真をみると定着氷の外側のパ ック
アイスが極めて少なくなってきていること,リ ュツォ・
ホルム湾内の定着氷の異常を示すと思われる赤外信号強
度の増加がかすかながらあらわれてきたことである.い
ずれにしてもオングル島周辺の海氷は主要交通路でもあ
り,海氷流失は観測 ・作業に致命的な影響を与えるばか
りでなく,人命にもかかわってくる大問題である.直ち
に監視体制をひいた,人 工衛星,航空機,目 視(ネ スオ
イヤとポールホルメンから)の3方 法である.4月 中旬
カルベン以西の湾中央の氷が持 っていかれる.生物担当
隊員からカルベンで海水のうね りを観測した との報告が
入 り.ナングル島周辺の海氷流失の可能性が極めて高 く
なったと判断した.こ のため一度は海氷上にもどした航
空機の陸上駐機を決定,実 施する.4月下旬.みずほ旅
行隊が昭和基地に快速で戻ってくる.と 同時に基地周辺
の海氷も破断し,うね りとともに海氷の上下動がはっき
りと観測できるようになる.ついに5月3日 早朝,海氷
は全 く流失し,ナ ングル海峡を巨大な氷山が流れてい く
のがみえた。
以上海氷流失 の ため,観 測隊の機動力,飲 料水確保
(積雪は極めて少なかった)ばか りでなく,環境科学系の
観測に深刻な影響h;でた。　BIOMASS　(南極沿岸生態系
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に お け る生 物 生 産 の 基 礎 研究)の ほ と ん ど の観 測 が で き
な くな って し ま った か らで あ る.そ の後 も比 較 的 高 温 が
続 き海 氷 に は最 後 ま で 大 い に悩 ま され た.
海 氷 が や っ と張 り出 し,浮i型 雪.L車を動 か す こ とが
で き る よ うに な った7月 　BIOMASS班 は 潜 水 調 在を 行
う.厳 冬 期 の潜 水 調 査 は お そ ら くは じめ て の こ と と思 わ
れ るが 無 事 終 了す る.し か し8月 に 入 り,商 才 ン グル 超
高 層 テ レメー ター 小 舎 で,水 素爆 発 事 故 が 起 った.電 力
供 給 用 の バ ッテ リー充 電 中充 電 電1.1三がHっ た た め,充 電
器 ハ ン ドル を操 作 した とこ ろ,充 電 器 か ら発 した 電 気 ス
パ ー クが 小 舎 内 に 充満 して い た 水素 ガ ス(バ ッテ リー か
ら発生)に 引 火 した た め に 発生 した ら し い.直 ち に 発 生
した 火 災 を 消 し とめ,ま た 操 作 中 の 担 当 隊 員 も小 舎の ま
わ りに で きて い た柔 か い ドリフ トの うえ に 倒 れ た た め,
大 事 に 至 らず に す んだ,ま こ とに 彰運 とい う ほ か は な
く,場 合 に よ って は 当然 人 身'1撤が 起 って 然 る べ き状 況
で あ った.原 因 は2つ.1つ は,電 気 スパ ー クを 発生 さ
せ る よ うな 機 器 と水 素 を発 生 す るバ ッテ リー と同 じ小 舎
内 に収 納 して あ る こ と.2つ は,機 器 取 扱 い 作 業 に つ い
て の マ ニ ュア ルが な い こ と(夏 オペ レー シ ョン中 は極 め
て 多忙 で充 分 な引 き継 ぎが 不 同「能 で あ り,ぜ ひ完 備 した
マ ニ ュア ル が強 く望 まれ る.そ の 点雪 氷 部 門 でf/li:Nして
い る観 測 マ ニ ュア ルが 大 い に 参 考に な ろ う.)であ った.
最 初 の 欠陥 は,電 気 機 器は 別 の 簡 易 小 舎 をfl≡り収 納 した
こ とで 解 決 した,
そ うこ う して い る うちに み ず ほ 基地 の 掘 削 が11標を 突
破411mま で達 して25次 隊 に 引 継 ぐ こ と と し,後 半戦
最 大 の イ ベ ン ト,七 一ル ロ ン ダー ネ||1脈へ の 調'r隊が 出
発 した(10JllU).セー ル ロ ン ダネ ー 山 脈空[ll写真撮 影
の た め 多量 の 航 空 燃 料 が 必 要 な の で,こ のた め 支援 隊 を
や ま と山 脈 まで 派 遣 しか つ,や ま山 と脈 の蘇 苔類 の調 査
を 行 った.七 一 ル ロ ン ダー ネ 山脈 ま では,山 岳地 域 を 通
過 す るた め,必 然 的 に ク レバ ス地 帯 を 通 過 せ ね ば な らず,
特 に ベ ル ジ カ山 脈 ク レパ ス地 帯 を 突 破 す る こ とは 不 可能
と さえ 予 想 され て い た.し か し無 恥調 査 隊 総 力を あ げ て
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の努力によリクレバス帯を突破5点 の氷床流動測定点を
設置七一ルロンダーネ山脈東部に到着し,航空拠点を設
置 した.12月上旬,約2週 間昭和基地天候不良のため飛
べずにいたピラタス,セ スナ2機 が七一ルロンダーネ山
脈に飛行す るや,今度は七一ルロンダーネ山脈の天候が
悪 くな り,5日間待機 したがついに空中写真撮影ができ
ず,昭 和基地に帰投した.越 冬隊の総力をあげた調査な
のでまことに残念であった.
以上:呂:しいことが多か ったが,有 能な隊員の一致協力
によりほぼ口的を達成できた.本紙 上を借 りて満腔の謝
意を表したい.
(筆者;第24次南極地域観測隊長 ・国立
極地研究所雪氷学研究部門教授)
昭和59年度国立学校特別会計予算の
概要について
昭和59年度予算は,去 る1月20日大蔵省原案の内示が
行われ,4月11H政府原案どおり成立した.
59年度予算は,前 年度に引続 き歳出の徹底 した見直 し
縮減と合理化を図る基本方針のもとで編成され,国 立学
校特別会計予算は,全 体で5.7%の伸び率であったが,
退職手当及び給り:改善所要額の当然増経費のおり込みに
よる伸び率が影響したもので,59年度の物件費の対前年
度比較では0.1%111当の減額 となってお り,超緊縮型の
予算となっている,このような状況の中で当研究所の国
立学校特別会計.∫1算(予定総額1,072,592千[.d!)の概要
は次のとおりである.
L組 織及び定員の整備
行政改革の基本方針堅持の厳 しい環境の中で次の
とお り整備が認められた.ア,研 究系の整備:領 有
研究部門(客 」1瀕{|1Ej)の新設(客 員教授1人,客 員
助教授1人)イ,資 料系の整備:オ ーロラ資料部
門の新設(助 教授1人)
2.研 究機器の整備充実
「オーロラ共役点モニタリング観測設備(2年 計
画の第2年 次)」が 引続き計－Lされるとともに 「南
極鉱物等分析処理設備(3年言.卜画の第1年 次)」が新
規として計 ヒされた.
3.共 同研究の推進拡充
「南極沿岸生態系と沖合生態系の相互関係解析」
他1件 の特別共同研究経費及びシンポジウム開催費'
等が引続き計Lさ れた.
4,極地関係図書資料等の整備
「南極阻石の分類整理等経費」等が引続 き:'Nzさ
れるとともに 「極地資料収集調査費」がオーロラ関
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連資料をWDC-C2として緊急に収集する必要性に
鑑み増額で計上された.
5.国 際学術交流の推進
南北極における地磁気共役点でのオーロラ現象の
同時観測を目的 とした 「共役点オーロラ国際共同観
測経費(3年計画の第2年 次〉」が引続き計－Eされた.
6.観 測機器等の研究開発
南極における観測用周回気球の開発のため 「ポー
ラーパ トロールバルーンシステムの研究開発(5年
訓'画の第1年 次)」が新たに認められるとともに,継
続中の2件 の計画についても引続き経費が計上され
た.
以上が主な予算事項の概要であるが.こ の他に学術研
究経費,運 営事務費等の経常的経費が計上されている.
観 測 隊 便 り
一24次越 冬隊 ・25次観 測隊の近況一
2Jl22日にオーロラが初視認され,南極情緒を味わう
と共に,冬の訪れが近いことを知らされた.
今年の越冬観測では,6年 ぶ りにナ一口ラ観測用 ロケ
ットが打上げられる.長い間休止していた観測施設は風
雪にさらされ傷みがひどく,担当の隊員は,4月 の打上
げに向け,修復や整備に追われている.
設営面では,新 発電棟の発電機(200kVA)に3月8日
火が入 り,3月20日までの試運転を経て,3月 ⑳ 日,こ
れまでの第9発 電棟の発電機(125kVA)から〕E式に切換
えられた.こ れにより逼迫していた昭和基地の電力.'1滞
は一気に解消されたことになる.
また,み ずほ基地ではn増 しに厳しさを増す寒さの中
6名の隊員が観測と設営に頑張っている.同 基地では昨
年に引続 き中層ボーリングが行われる.24次隊が掘削し
た411mの 穴を更に500mまで掘 り下げ,よ り古い年
代の氷のサ ンプルを採取 しようとい うもので,新 たに改
良を加えて持込んだ機器の取付けや,諸 準備に追われて
いる.
一方,昭和基地を後にした 「しらせ」は同基地の西方
6∞kmの ブライ ド湾へ向い,来 年から本格化するセー
ルロンダーネ山脈の新観測拠点建設に必要な予備調査を
行い,多 くのデーターを収集して帰国の途についた.
一算24次越冬隊帰国一
策24次南極地域観測隊越冬隊(前 晋爾隊長ほか33名〉
は3月24日11時45分成田空港に1年4ヶ 月ぶりに全員無
事帰国した.留 守家族,関 係者等多数の出迎えを受けた
越冬隊は,久 しぶ りに故国の空気を満喫 していた.
第24次越冬隊は,極域`11層大気総合観測(MAP),東ク
イーンモー ドランド地域雪氷 ・地学研究計画,南 極沿岸
生態系における生物生産の基礎研究(BIOMASS)を重点
項目として実施し多くの成果をあげた.同隊の貴重な観
測データは4月19Hに帰港する観測船 「しらせ」で持ち
帰られる.
一第26次観測隊員候補者の冬期訓練一
第26次南極観測隊員候補者の冬期訓練は,3月61[
(火)から10日(ヒ)まで,長 野県乗鞍岳中腹の位 ヶ原t[Eff
を中心として総員63名(内隊員候補 者43名)が参加して
行われた.
雪中の各種訓練を実施,観 測隊員としての適応性を把
握することをF1的とし,悪天候にもかかわらずtf.いに助
けあい全[19,を消化した.こ れらの訓練を通 じて隊員の
心構えの体得や隊としてのチームワーク作りにも大いに
成果があった,な お,隊 員候補者は,身 体検査等を経て
6月中旬頃の南極地域観測統合推進本部総会において正
式に決定される予定である.
`
"il'洞、Jl1練中 の26次 隊 員 候 補 苦
1983-84年・マ クマー ドサ ウ ン ド
の国際 共 同観 測
神 沼 克 伊
1983-1984年の 南 極 の 夏 シー ズ ンの 「- クーマ ー ドサ ウ
ン ドの 地 球 科 学 研 究 」 は,昨 シー ズ ン と1,ijじ「エ レバ ス
火 山 の国 際 地 震 研 究 」 が 実 施 された.メ ンバ ーは 昨 年 度
と ま った く同 じで,筆 者 の ほ か 植 木 貞 人 助 手(東 北 大 学
理 学 部北 上 地 震 観 測 所),小 山 悦 郎技 官(東 京大 学 地 震 研
究 所 浅 間 火1[.1観測 所)の3名 で あ る.1983年11月7口,
日 本 を 出発 し,1984年1月25Li帰国 した.
ニ ュー ジ ー ラ ン ドの クラ イ ス トチ ャー チ で は,目 木 で
3
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行 った 身 体 検 査が 不 備 と云わ れ,受 け な お さ ね ば な ら
な い ハ プ ニ ン グが あ ったが,11月11[1,無事 マ クマ ー ド
基 地 に 飛 ぶ こ とが で きた.臨 時 地 震 観 測 は11月19日か ら
開 始 した.こ の 日,途 中か ら天 候が 急 変 し,ヘ リ コフ.タ
ー に よる 飛 行が 困難 に な った ,こ の よ うな状 況 の 中 で,
1点 で の地 震 計 設 置時 間 が15～20分必 要 と し て い た の
を,10分 間 で済 ませ,マ クーe－ド基 地 に帰 投 した.こ れ
は3人 が と もに慣 れ て い た ので 可能 とな った こ とだ が,
お 蔭 で パ イ ロ ッ ト達 には 好 感 が もた れ,以 後 の フ ラ イ ト
には 昨 年 以[/の協 力がll}られ た.
ス コ ッ ト基 地 で 昨 シ ー ズ ン以 来,観 測 を 続 け て い る地
震 の磁 気 テ ー プ.記録 の1fPI三,読み と りの た め,神 沼 が マ
クマ ー ド基 地 に 残 り,植 木,小 山 が 山 頂 で の 観 測 を 実 施
す べ く,高 度 順 化 の た め12月91.1,海抜3,0⑪Omの フ ァ
ン グ リ ッジへ と飛 ん だ.こ こで2[1間 の 滞 在 予 定 が悪 天
候 のた め 射|問 に な り,..・人 が 右手 小 指 に凍 傷 を 負 った.
凍 傷 そ の も のは 大'嬉こな らな か った が,医 者 の 意 見 も考
慮 し,山 頂 で の 観 測 調 査 は 断 念 した.
しか し,山 頂 でf'reして い た1重力 測定 は,必 要 最小 限
の3点 を ヘ リコ プ ター を 使 って実 施 で きたの で,実 質 的
に で きな か った観 測 は,溶 岩 湖 の 」乏而 活 動 のVTR撮 影
だ け で あ った.12月14日,火 日か ら800m離 れ た キ ャン
フ地 点 まで 人 頭 大 の 火 山弾 を 飛ば す 爆 発 があ った.こ の
よ うな 大 きな爆 発 は,1974年12月以 来で あ ・.・た が,そ の
噴 出 物 は,採 集 した ア メ リカ隊 よ り分 け て も ら って い る
の で,日 本 の 研究 者 に も役立 つ だ ろ う.
日本 隊 の臨 時 観 測は 順 調 に1月4目 まで 続 け られ た.
ア メ リカ側 の受 け 持 った テ レ メー タ観 測 点 の 保 守 と4点
の新 設 は,い ろい ろ トラブル が あ った が,結 局,最 後 は
日本 隊 が 引 き受 け,2点 の 修 理 と2点 の新 設 を完 了 し,
昨 シー ズ/よ り1点 多い7点 で 観 測 を 継続 して い る.ア
メ リカ隊 が で きな い こ とを,日 本 隊 は や って しま った と
マ クマ ー ド基 地 で の 日本 隊 へ の 評 価iは一段 とあ が った .
咋 シ ー ズ ンは ア メ リカ隊 の 別 の プ ロ ジ ェ ク トで実 施 し
た ロス 島 の 東 側 地 域 の デ ー タ不 足 を 補 うll的で,こ の 地
域 の 重 力 測 定 も行 った.ま た 山頂 に予 定 した 地 震 計 を パ
ン ダ基 地 に 設 置 し,12月19Mから1月6Hま で,観 測 し
た.こ のバ ン ダ基 地 へ の 飛行 途 中,ニ ュー ジ ー ラ ン ドが
1984年に 計画 して い る ボ ー リ ング のた め に,バ ター 岬 に
建 設 した キ ャ ンプ施 設 を 視 察 した.与 え られ た ヘ リコ プ
ター の 飛行 時 間 は13時llllであ った が,U本 隊 の 使 用 した
時 間 は35時間}こ達 した.
私 達 以外 に も ア メ リカ在 住 の 西 泉 邦 彦 君(立 教 大学 出
身)が,明 石 探 査 に参 加 して い た.ス コ ッ ト基地 に は 鳥
居 鉄 也 教授(f葉 工 大)ら5名 が 滞 在 し,地 球化 学 の 調
査 を 実 施 した ほ か,ニ ュー ジー ラ ン ドの ワイ カ ト大 学 の
一 員 と して ,冨 山 千 里(名 古屋 大 ・水 圏 科学 研)さ ん が 日
本 女 性 と して 初 め て マ クマ ー トサ ウ ン ドや ドラ イバ レー
に 足 跡 を 印 した.冨 山 さ ん の リー ダ ー であ った ク リス ・
ヘ ンデ ィ博 士 とは 旧 知 の 間 柄だ が,彼 女の 行 動,学 問 的
実 力 を 高 く評 価 し,フ ィー ル ドで何 ん の不 安 もな か った
ば か りか,ニ ュー ジー ラ ン ドの女 子学 生 二 人 を リー ドし
て くれ て い た と語t・て い た.私 も 出発 前,彼 女 の 参 加 を
聞 き一 抹 の不 安 を感 じて い たが,南 極 で 会 い,そ の 行 動
を.見て 安心 した.南 極 へ の 参加 に 対 し,冨 山 さん 自身11'1
労 が 多か った と思 うが,パ イ オ ニ ア と して 立 派 に そ の 役
割 を は た した.そ の努 力は 大 い に 賞 賛 に 値 す る.
(筆者:国 立 極 地 研 究 所 地学 研 究 部11!」教 授)?
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テ レ メー タ観 測 」桀置 風景
シンポジウム報告
一.・』第7回 極域における電離圏磁気圏
総合観測シンポジウム.一
昭 和59年2)127i1より2月2911まで の31|問,'1「1研究
所1三催 に よる 標 記 シ ンポ ジ ウムが 研 究 所 講 堂 に お い て 開
催 され た.今 川 の シ ンポ ジ ウム では 極 域 を 中 心 とす る 多
jl;:の地lz及び 飛 翔 体 観 測 デ ー タを 基 に した 磁 気 圏 ・電 離
圏擾 乱現 象,　ULF波 動 とSC現 象,　ELF・VLF帯 波 動,
オ ー ロ ラ現 象,並 び にMAP観 測 等 につ い て の 解 析 結 果
が 報告 され,超 高 層 現 象 に関 す る総 合 的 な 研究 発 表 の 場
とな った.
特 に,今 【ll1設け た 「Pc3脈動 とそ の 関 連 現 象 」 の セ ッ
シ ョ ンに お い て は,発 生 源 の 磁 気 境 界 面 付 近 の観 測 か ら.
磁 気 圏 内 観 測,地 上 共 役 点,多 点 観 測 及 び理 論r白考 察 に
到 る統 一 的 な 視 野 で の 成 果 が 報 告 され た.ま た,将 来 計
画 に 関 す るセ ッシ ョンで は,ポ ー ラパ トロー ル気 球,共
役 点気 球 観 測,　EXOS-D計 画,　ISTP計画,セ ー ル ロ ン
ダ ー ネに お け る観 測 な どの 魅 力 的 な 観 測 計画 力;提案 され
た.
な お,本 シ ン ポ ジ ウ ムで の 発 表 論文 は,　"Memoirs　of
National　Institute　of　Polar　Research,　Speclal　Issue,,
に 印 刷 さ れ る 予定 で あ る.
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プ ロ グ ラ ム
1.オ ー ロラ 現 象
Lナ 一 口 ラ とオ ーPラ 粒 子(Review)　　 巻 田和 男
　 　 　 　 　 2.　Dawn・dusk　Asymmetry　of　Auroral　Oval
金 田 栄 祐
3.　Dayside　AuroraのBreakup
鮎川 勝,巻 川和 男,国 分 征
4.オ ー ロラ周 辺 の 電 場
小 口 高,　AUVグ ル ー プ
5.パ ル 七 一 テ ィ ン グナ 一 口ラ と沿 磁 力 線 電 流
との関 係 藤 井 良 一,竹 中 潤
6.磁 気 リコネ ク シ ョンに よ る爆 発 的 ユ ネル ギ一
変換 機構 とオ ー ロ ラフ レア ー 鵜 飼 正 行
7,オ ー ロ ラ世 界 デ ー タ セ ンタ ー(WDC-C2
for　Aurora)の現 状iこつ い て
鮎 川 勝,勝 田 豊,平 沢 威 男,星 合 孝 男
● ・1.醜 体による歌 題.磁気圏観・
8.北極域におけるt－ 口ラX線観測
平島 洋,村 上浩之,奥 平清昭,藤 井正美,
西村 純,山.L隆正,小 玉tl三弘,江 尻全機,
宮岡 宏,小 野高幸
9.サブス トームに伴うオーロラX線バース ト
とその関連現象
小玉正弘,藤 井良一,河 野 毅
10.　EXOS-Cによる極域電子密度計測
高橋忠利,渡 部屯十,渡 辺勇三,大家 寛
11.E×B型イオン質趙:エネルギー分析器の開発
金川俊英,賀 谷信幸,松 本治弥,
向井利典,佐 川永一
12.南極ロケット搭載型インピーダンスプローブ
法と磁気圏電離圏擾乱の関係 渡辺勇三
13.極域電離層中の熱的イオンの速度分布の測定
佐川永一,森 弘隆,巌 本 巌,小 川忠彦
14.S-310JA-7号機で観測された低周波密度ゆら
ぎとAC電 場との相互比較解析結果について
森 弘隆,佐川永一,小 川忠彦,
小川俊雄,山岸久雄
● 15.地球内部大規模変動と地球磁場の関係竹中 潤,木 下 肇,藤 井良－
III.　ELF・VLF波 動 現 象
16.アン ドヤ ー 昭 和 同時 観 測 に よ る径 間 側VLF
『放射 の共 役 性 に つ い て
松 戸 孝,芳 野 越 夫,山 岸 久 雄,福 西 浩
17.　Periodic　VLF　Emissionの共 役性}こつ い て
小 島 年 春,芳 野 赴 夫,山 岸 久 雄,福 西 浩
18.　Ray　Tracing　に よ る磁 気 圏 内ELFヒ ス の
伝 搬 特性 と　ISIS人工 衛 星観 測
山岸 久雄,福 西 浩,鈴 木 光 義,
小 島年 春,芳 野 赴 夫
19.　ISIS衛星 及び 地 上(キ ッダ ー レン,昭 和 基 地)
同 時 観 測 に よ るVLF放 射 の南 北共 役性
今 江 知 延,芳 野 赴 夫,山 岸 久 雄,福 西 浩
20.　ISIS衛星 の ス ピ ンを利 用 したVLF放 射
到 来 方 向の 決 定
鈴木 光 義 芳 野 越 夫,山 岸 久 雄,福 西 浩
21,極域ELFヒ スについて
恩藤忠典.中村義勝,渡辺成昭,村 上利光
22.　ISIS衛星}こよって観測されたオメガ信号に
よるトリガー ド・エ ミッション
松尾敏郎,木村磐根,山 岸久雄
23.S-310JA-6号機によって観測されたVLFヒ スの
特性
西野正徳,田 中義人,岩 井 章,鎌 田哲夫
24.南極電算機データを用いたELF-VLF放射
強度の統計結果
伊藤弘道,渋 谷仙吉,前 沢 潔,佐 藤夏雄
25.　Diffused　Whistlersとダクト伝搬
荒木 喬
26.地磁気変動に伴 う電力線放射電磁界強度変化
一 北極圏大気球観測一
富沢一郎,芳 野越夫,佐 々木勇人
27.北欧北極圏内におけるELF-VLF電磁環境
調査結果
鎌田哲夫.西 野正徳,倉 橋克典,神 保英彦
IV.　MAP観 測
28.レー ザ レー ダに よ る中 層 大 気 の 探 査(Review)
藤 原 玄 夫
29,レー ザ レー ダに よ る中 間 圏 ・熱 圏 の ナ トリ
ウ ム層 の 観 測
内海 通 弘,広 野 求 和,藤 原 玄 夫
30.昭和 基 地 に お け るナ ゾン特 別観 測
(1982年1月～1983年2月)
忠 鋒 繁
31.極域 に おけ る大 気 波 動 の 総 合 観 測 に つ い て
爾 繁 行,堤 四 郎
32.南極 成 層 圏 電 離 強 度 の 気 球 観 測
森 田恭 弘.鎌 田 哲 夫,高 木増 美,北 村 正 亟
33.昭和 基 地50　MHz　レー ダに よ る中 性 大気 風
の 観 測
小 川 忠 彦,五 十 嵐 喜 良,倉 谷康 和,
藤 井 良一,平 沢 威 男
34,26次南極MAP観 測 計画
福 西 浩,川 口貞 男
35,南極 中 層 大気 の レー ザ レー ダ に よ る観 測 計 画
(JARE26)
野村 彰 夫,鹿 野 哲 生,岩 坂 泰 信,
福 西 浩,川 口貞 男,平 沢 威 男
36.JARE26にお け るS-310型 南 極 ロケ ッ ト
実 験 計 画
山岸 久 雄,福 西 浩
V.　Pc3脈 動 とそ の関 連 現 象
37.Pc3の特 性 とそ の 関 連 現 象(Review)
国分 征
　 38.　Spatial　Characteristics　of　Low　Latitude
　 　　 Pc　3　Geomagnetic　Pulsations
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B.　J.　Fraser
　 39,　Structure　of　the　Helio・rnagnetosphere
　 　 　 Inferred　from　Pc　3　Pulsation
斎 藤 尚 生,湯 元 清 文
40,磁気 圏 境 界 お よび 静 止軌 道 に お け るPc3脈 動
友 村 清,桜 井 亨,利 根 川 豊
一5一
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41.　Bow　shock上流 域 で の 低 周 波 モ ー ドの励 起
と　Pc3脈 動 の 起 源
星野 真弘,寺 沢 敏夫
42,　Cusp領域 にお け る地 磁 気 脈 動
加 藤 愛 雄,利 根 川 豊.友 村 清
43.L=1.7よ りL=3.2の 間 のPc3脈 動
坂 翁 介
44.海外広 域 多点 同時 観 測 に基 づ く　Pc3脈 動 と
upstream　waveとの 関 連性 に つ いて
湯 元 清 文,斎 藤 尚 生,　CINPULF観測
グル ー プ,　MILCULF観 測 グル ープ
45.Pc3脈動 に 伴 うCNA・VLF放 射modulation
佐 藤 夏 雄,渋 谷 仙 吉,樋 口喜 啓
46.Pc3脈動 に 伴 う　QPエ ミッシ ョ ン周 期 の
IMF強 度 依 存 性
湯 元 清 文,佐 藤 夏 雄
VI.　将 来 計 画
47.ポー ラ ーパ トロ ール 気 球(PPB)
L気 球 シス テ ム
西 村 純,鶴 田浩 一郎,小 玉 正弘,
福 西 浩,　PPBWG
48.ポー ラー パ トロー ル気 球(PPB)
2.観 測 内 容
小 玉 正 弘,鶴 田浩 一郎,国 分 征,鎌 田哲 夫,
嘉 納 家 嫡,福 西 浩,神 沢 博,　PPBWG
49.共役点 気 球 観 測 計 画
福 西 浩,佐 藤 夏雄,藤 井 良一,
山 岸 久 雄,国 分 征,西 村 純
50,　EXOS-D　ll画 大 家 寛,　EXOS-D　WG
51.　EXOS-D受 信 設 備 芳 野 越 夫
52.　ISTP計画　(lnternational　S l r-Terrestial
Physics)　Program　　　 　 　 　 　 　 　 　 西 田 篤 弘
53,セル ロ ン ダー ネ山地 地 域 に おけ る観 測 計 画
鮎 川 勝,佐 藤 夏 雄,山 岸 久 雄
VIL　ULF波 動 とSC現 象
54,ULF波 動 に見 られ るSCの 効 果(Review)
石Hl十郎
55.極域 多 点 観 測 に よる　Pg脈 動 の 特 性
利 根川 豊,福 西 浩
　 　 　 　　 　 　 　 　 　 A.　Hunter　(Univ.　of　Lancaster)
56,極域 多点 観 測 に よ る　Pi2脈 動 の特 性
桜 井 亨,福 西 浩
　 　 　 　　 　 　 　 　 　 A.　Hunter　(Univ.　of　Lancaster)
57,Pc3-5に伴 う レー ダ オ ーPラ エ コ ー
五 十 嵐 喜 良,倉 谷 康 和,小 川 忠 彦,
藤 井 良 一,佐 藤 夏 雄
58,58年度 ア イ ス ラ ン ド共 役点 観 測
1,概 要
佐 藤 夏 雄,福 西 浩,国 分 征
　　 　　 　 　　 　　 　　 Th.　Saemundsson
59.58年度 ア イ ス ラ ン ド共 役 点 観 測
2,地 磁 気脈 動 とそ の関 連 現 象
福 西 浩,佐 藤 夏 雄,国 分 征
　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　Th.　Saemundsson
60,電離 層 一 磁 気 圏 にお け る3次 元 電 流 系 の
地 上 磁 場 効 果
糸 長 雅 弘,北 村 泰 一
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61.地上および静止衛星高度におけるSSCと
関連現象の対比
桑島正幸,角 村 悟,福 西 浩
62.静止衛星で観測されたSCのPolarizationの
特性について
永野 宏,荒 木 徹,福 西 浩,佐 藤夏雄
63.電離隅上一ドでSCの 同時観測
荒木 徹,家 森俊彦,亀 井豊永
VIII.　極 域 現 象 の シ ミ ュ レー シ ョ ンと理 論 的考 察
64.AKRの 伝播 モ ー ド(Review)
橋 本 弘 蔵
65.ナ一 口 ラキ ロ メー トル 波 の 放 射 機 構 の
新 しい理 論
大 家 寛,飯 島 雅 英
66.極域 電 離 圏に お け るZモ ー ド波 の 線 形
モ ー ド変 換
、。 数。的。気。。デ。。。けるブ,ズ。対纂㍗ ミ ●
磁 気 圏 現 象
恩 藤 忠 典,相 京和 弘
68.VLFダ ク ト放 射iこよ る大 地 上 へ の伝 播 特 性
長 野 勇,満 保 正 喜,川 端 一 也
69.Pc1脈動 と　ELF波 動 の相 互 作 用
　 　 (Plasma　M ser　Theory)
南 部充 宏,玉 尾 孜,三 浦 彰,谷n治 幸
70.局在 化 電 磁 流 体 波 の電 離 層 入射(2)
藤 田 茂
71,地磁 気 脈 動 変 化 に対 す る斜 め沿 磁 力線 電 流 効 果
玉 尾 孜,三 浦 彰,谷 口治 幸,南 部 充 宏
72.マグネ トポ ー ズ電 流 のNormal成 分 と極 域
　 　 Field・aligned　Current
山 内正 敏
73.降下 電 子 に関 す る輸 送 方 程 式 の　Discrete
Ordinate解
櫛 剛 健,-II||り∫、
IX.　電 離 圏 ・磁 気 圏 擾 乱
74.太陽 風速 度 の 空 間 分 布
袴 田 和幸,前 沢 洌
75.　Enhancemento正the　Polar　Rain　and　its
　 　 Relationship　to　Solar　Wind
巻 田和 男,　C,・L　Meng
76.オー ロ ラ ジ ェ ッ ト電 流 中 の電 場/電 気 伝 導 度
の 相 対的 重 要 度
上 出洋 介,安 原 文 彦,藤 井 良 一
77.VHFド ップ ラー レー ダに よる極 域 超 高 層 の
ダ イ ナ ミッ クスの 観 測
五 十 嵐 喜 良,倉 谷 康和,小 川 忠 彦,
藤 井 良 一,平 沢 威 男
78.高緯 度Pi2脈 動 と沿 磁 力線 電 流
樋 口再 啓
79.　Substormの効 果 と して のPc1地 磁 気 脈 動
石 田十 郎,林 幹 治
80.極域 に お け るRiometer観測 結 果 の経 年 変 化
大 瀬 正 美,倉 谷康 和,五 十 嵐 喜 良,鮎 川 勝
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研究所出版物
Memoirs　of　National　Institute　ofPolar　Research
　 Series　C (Earth　Sci.),　No.　15:　The　results　of　ex-
　 　 plosion　seismic　experiments　operated　between
　 　 Syowa　and　Mizuho　Stations,　East　Antarctica,　by
　 　 A.　IKAM[　et　al.　60p.　February　1984,
　 Special　Issue,　No.　30:　Proceedings　of　the　Eighth
　 　 Symposium　on　Antarctic　Meteorites,　ed.　by　T.
　 　 NAGATA.　445p.　December　1983.
JARE　 Data　Reports
　 No.　87　(lonosphere　29):　Riometer　records　of　30
　 　 MHz　 cosmic　noise　at　Syowa　Station,　Antarctica
　 　 in　1982,　by　Y.　KuRATANI　and　K,　IGARASHI.　86p.
　　　January　1984.
　 No.　88　(Ionosphere　30):　Records　of　radio　aurora　at
　 　 Syowa　Station,　Antarctica　1982,　by　K.　IGARAsHI
　 　 and　Y.　KuRATANL　28p.　January　l984,
　 No.　89　(Earth　Science　1):　Geophysical　data　in　the
　 　 LUtzow-Holm　Bay　region　and　the　Mizuho　Plateau,
　 Antarctica　by　JARE-21　and　JARE-22,　by　K
　 　 KAM[NuMA　et　al.　87p.　March　1984.
　 No.　90　(Marine　Biology　5)　:　Plankton　samphngs　on
　 board　the　Fuji　in　1980-1983,　by　K.　WATANABE
　 　 et　al.　15p.　March　1984.
　 No.　91　(Oceanography　3);　Oceanographic　data　of
　 　 the　23rd　Japanese　Antarctic　Research　Expedition
　 　 from　November　1981　to　Aprn　1982,　by　K.　OKA
　 　 and　S.　FucHINouE.　42p.　March　1984.
　 No.　92　(Seismology　17):　Seismological　bulletin　of
　 Syowa　Station,　Antarctica,　1982,　by　K　 SHIBuYA.
79p.March1984..
職 員 の 異 動
4月1n(併 任)図書室長に吉IH栄夫教授が併任され,
川 口貞男教授は併任解除
(昇 任)事業部長に吉m宏 男(前 日本原子力研
究所核融合計画室課長待遇)
(配置換)光岡康雄前事業部1長は,愛知教育大学
経理部長に
会計課長に佐藤義男(前埼玉大学経理
部経理課長)
加藤孝一前合評課長は,富 山医科薬科
大学総務部主計課長に
*
*
月 例 報 告(1月,2月)
1月は晴天の日が多く,月平均雲量が少なく月間 日照
時間はこれまでで1番 多い値となった.こ のため 「しら
せ」からの空輸は比較的順調に進んだが,荷受け及び中
旬からの持ち帰 り物品輸送と忙 しいかつ厳 しい圓が続い
た.24次隊は観測を次々と終え,25次隊 との引継ぎも
終了 し,23Hから 「しらせ」への移動を開始 した.
2月1日には,越 冬隊が交代し最終便が去った.2月
の天候は,上 旬は晴れの日が多く,中旬か ら下句にかけ
ては低気圧の接近により曇や雪の日が多か った.そ して
月末に訪ずれた低気圧により昭和基地は本格的な雪景色
となった.
観測報告
宙空系:中 層大気観測では,赤 外分光観測,可 視分光
観測を実施し,　VHFドップラーレーダーは,スベ クトラ
モー ド,ダブルパルスモー ド及び流星モー ドによる観測
を行った.25次隊は,太 陽直達光 ・太陽周辺光の分光観
測及び全天n射 量の観測を行った.ま た,赤 外分 光法
(NDIR)による炭酸ガス濃度連続観測を2月3日 より開
始 し,2月平均値は342.37±O.09ppmであった.極光
関連地上観測は,1月10日～19日にアイスランドとの共
役点観測を実施 した.
環境科学系:氷海 と陸水の微小生物の観測では,定 点
観測時に各肘採永 し,電顕川試料を作成した.ス カーレ
ン地域の大池,東オングル臨みどり池ほか,ラングホブデ
雷鳥池等から,採水と環境と土壌の採取を行った.ま た,
スカーレン地域とラングホブデ雪鳥沢において群類 ・陸
水調査を実施した.そ のほかには氷山藻の生態観測で氷
柱を採取した り,バクテ リアの動態観測では採水と培養,
氷海の生物生産の観測では植物プランクトンの24時間観
測 と光合成測定を実施した.
設営報告 燃料消費内訳 単位:1
消。罵 。1。騙 量一..1
・8,・254,・4・i・8,・ ・61・・5,・5
・,878・6遍 μ ・ω16・,446
新発電棟の冷凍庫と冷蔵庫の配線配管を完了 し,風呂
場のFRP　fl:上げと排水バイブの取付も終えた.渡 り廊
下も仕上が り,設備工事は保護恒1路の一部と通信回線及
び配管の一部を残しほぼ完了した.航空機の運行は1月
1日より25次隊へ引継がれ,來 やまと調査隊空輸を除き
予定 していた運航は実施できた.ま た,24次隊の作 った
駐機場が,土砂流出により使用不能となったため,岩 島
から北の浦,基 地近 くに移動 し完成した'
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平均 気 温(Mean　temp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　pressure,
　 　 　 　 　 　 　 sea　level)　(mb)
平均 蒸 気 圧(Mean　vapour　pressure)　(mb>
平均 相 対 湿 度(Mean　relative　humidity)　(%
平均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最大 風 速 ・10分間 平均(Max.　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10-min.　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Mean　cleud　cover)　(1/10)
快 晴 日数　(Number　of　clear　days)
昭和基地(Syowa:89532)
1月(Jan.)
-0 .1
7.0
一7 .1
993.O
3.8
62
4.7
2月(Feb.)
-3 .1
3.4
一13
.6
989,2
3,3
67
6.5
み ず ほ基 地(Mizuho:89544)
1月(Jan.)
-18.4
一9 .9
一27 .0
2月(Feb.)
-24.8
一12
.6
一39
.6
743.1
(station　pressure)
9.9
20.4(7,NE)26.3(28,ENE)14,7(2 ,E)
24.3(7,NE)32.0(28.ENE)18,3(27,ENE)
5.0 7.9
0
737.1
10.1
16.5(9,E)
19.7〔10,E)
…
?
?、
?
?
?
〜
?
??〜
、〜
、、
?
?
、?、
、
、
?、?
?
、
、
、
?
?、〜
?
、
、
?
?
?
?
て … 叩… …一 … … … … ～… … … 一 …一 一 ー
ミ 【極地豆事典】 … この・と・極地・低温,甑 貧轍 ど・厳・;
ミ い環境にうまく生き以 ための財 ぐ体の特徴 蜥 様式
地 衣 類 があるからに他ならない,すなわち,地衣体の固い外皮
ス ミイボ ゴ ケ属Buellia　　∫rigl(乏α 竜 宮岬)
t体を構成 している藻類の細胞群は特にゴ=ジアと呼ばれ
る.ゴ ニジアは地衣体の一部分に構成されるだけで大部
分は菌類の菌糸から成 り立っている.従 って分類学的に
は地衣類を独立した一群として考えることもあるが,今
日では菌類の中の一群 とする方が一般的 となっている.
地衣類は熱帯から極地まで広 く分布するが,寒 冷地へ
行 くほどそこに生育する植物全体の地衣類が占める割合
はだんだんと大きくなっていく.内陸氷1弔也帯の露岩域
1は肉眼で見る限 りにおいてはまさしく地衣類の世界とい
}
甲一'jN-一 一`t
地衣類とは菌類 と藻類が 「共:{1」という特殊な栄養関
係によって結びついた複合植物である.この複合体(地
ミ衣鉢)は 菌類の齢 と酬 の細}抱からでき・お り・峡
によって低温や強風がもたらす乾燥による水分の蒸散を ζ
防 ぐこ とが で き 講 成体 の 藻 類 に うま く水 を 供 給 す る.1
とが で きる.一方,藻 類のdllの葉 緑 体 に よ って 生 産 され た ミ
糖 は逆 に菌 類 の栄 養 と して 利 用 され る.こ れ で 貧 栄 旋 か1
つ乾 燥 して い る南 極 の露 を'1にも生 きぬ く こ とが で きる .1
世 界 では 約18,000種,1←{極で}ま400種ほ ど報告 され て1
・・り舳 緯蹴 ・で分布砿 が一・てい・・昭和基地付近 ミ
では20種類ほど知られているほか.や まと山脈からも2
種類報告がある.
生態II勺にはナンキ ョクイワタケやムカデゴケ属などの
扁平で水平に広が り表裏の区別のできるものを葉状地衣
といい,ク ロヒゲゴケ,ホネキノリ属などの直立 し,小
港本状に枝分れす る体制をとるものを樹状地衣という.
ヘ リトリゴケ風 ス ミイボゴケ属などの地衣体が基物に
密着してたむし状になるものを固着地衣といって区別し
ている.葉状 ・樹状地衣よりは固着地衣の体1剛の方が極t
芒:こ蕊㌫ ㌶㌍膿1離塁驚轟簾彗
カ
ループであるが同 じ様な生育環境を持つ.コ ケ群落の上1
に地衣類が生育することも極地では珍らしくない.極地1
の 植 生 は ち ・う どLPtのil,'・i・L[域の それ に似 て い る刷 肩
が少な くな り草原で覆われた高山の山頂部にはきまって ≡
岩の麺 や岩隙には色とりどりの触 類鰍 の・ケ類が1
見つかる・日本の仙 ・も南極のような触 類の塀 彗
味 わ うこ とが で きる.}
,を
""論 一一・ひ－P""1・一 一～""議
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